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Ⅰ はじめに

近年,核家族化,妊娠や育児に関する情報の氾濫に伴い,夫 ･家族も参加し,妊娠 ･出産 ･育児

を考えようと,昭和58年5月より ｢母親学級｣の内容に,休浴 ･家族計画を加え,土曜日に ｢お産

の学級｣を行ってきた｡

しかし,夫 ･家族の参加は予想より少なかった｡

また,当初より｢時間の超過｣｢内容が多く,個々について十分な指導ができない｣などの問題が
出されている｡

そこで今回,この問題の原因を探り,より良い ｢お産の学級｣のためプログラムの変更を考えた
l

ので,ここに報告する｡

五 目 的

｢お産の学級｣の実態を探り,プログラムの変更を考える｡

Ⅲ 期 間

昭和59年11月10日より,昭和60年5月11日まで｡

Ⅳ 方法および対象

1. アンケート調査による｡

1)昭和60年3月,4月,5月のお産の学級第 1週受講者｡

(配布64名,回収56名,回収率87.5%)

2)昭和60年3月,4月のお産の学級第3週受講者｡

(配布31名,回収27名,回収率87.1%)

3)昭和60年3月11日より,5月10日までの当科入院中祷婦｡

(配布80名,回収71名,回収率88.8%)

4)当科病棟スタッフ

(配布14名,回収14名,回収率 100%)

2.昭和58年5月より,昭和59年11月までの "お産の学級ノート.より,問題点を抽出した｡

尚,この ､お産の学級ノート.とは,各月のお産の学級担当者が,受講者名簿をつくり,各過

の講義内容と所要時間,反省等を記入し次回へと申し送ってゆくノートのことである｡
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Ⅴ 結果 (資料1-4参照)

アンケートの結果,お産の学級の受講理由としては図1のごとく ｢妊娠 ･分娩について不安だか

ら｣｢当院で分娩予定だから｣｢ラマーズ法に興味があって｣受講する人が多い｡
夫 ･家族の参加では,図2のごとく,夫の参加を希望しているが,希望してもあまり参加してく

れないと思っており,実際の参加は,受講者の4.3%のみであった｡

講義内容についての希望は,図3のどとく,お産の学級第1週受講者アンケートより,受講前で

は,｢ラマーズ法｣｢分娩の準備｣が39名,69.6%O｢産後のすごし方｣が31名,55.4%｡｢妊婦体
操｣が29名,51.8%｡｢分娩の経過｣｢育児｣が28名,50.0%などを知りたいが多い｡お産の学級
第3週受講者アンケートより,受講してからは,｢育児｣が19名,59.3%O｢ラマーズ法｣が15名,
55.6%｡｢妊婦体操｣｢産後のすごし方｣が9名,33,3%などを知りたいが多くなる｡当科入院中
の梼婦アンケートでは,｢ラマーズ法｣が43名,89.4%.｢乳房の手当て｣｢栄養｣が29名,46.8%｡
｢妊娠中の異常｣が28名,■45.2%などをもっと知っておいた方がよかったとしている.

また,入院中の指導で十分と思われる内容は,図4にみられるように,｢産後の生理とすごし方｣
｢おふろの入れ方｣｢家族計画｣であった｡
お産の学級の内容について聞いてみたところ,図5,6のどとく "満足.･"はば満足.してい

る｡講義についても "わかりやすい.が大部分で,､むずかしい.と答えた人はいなかった｡学級

の時間は,26名,96.3%の人が適当であるとしている｡ラマーズ法については,全員が,ラマーズ

法で積極的にお産をしたいと思っており,図7のごとく,呼吸法については,ほとんどの人が "わ

かるtと答えている.しかし,リラックスについては "かんたん.12名,"むずかしい.12名と各

各44.4%でした｡"家で練習しているか.には,図8のごとく,74%の人が "している.と答えて

いる｡

当科病棟スタッフアンケートより,お産の学級の時間は,14時より16時まで2時間が全員適当で

あるとしている｡が,実際に開催した全員が,時間内に終了しなかったと答えている｡その理由と

して,｢話す内容が多い｣｢質問が多い｣｢実技 (妊婦体操･呼吸法･リラックスの実際)が時間外に
なる｣などがあがっている｡

講義内容では,｢ラマーズ法｣｢妊娠中の摂生 ･生活｣｢妊娠中の異常｣｢分娩の準備｣｢栄養｣｢育
児｣をもっと伝えたいと思っている｡又,｢家族計画｣｢産祷｣｢休浴の実習｣は,入院中の指導で十
分であると考えている｡

お産の学級で,問題だと思ったことを1人2つ書き発想法でまとめると,資料2のEgのようにな

り,｢現在のお産の学級は,週数による参加制限をしなければならなかったり,夫 ･家族の参加が少
ない｡プログラムに決められているので,必要でないかもしれないと思いながらも講義する事がある

し,その内容も担当者によりちがう｡この様な状況では,受講者の理解,満足度を十分に把握でき

ぬままの学級終了につながり,私達自身が,満足した指導ができないと感じている｡｣となった｡

また,お産の学級ノートより,抽出した問題点も発想法と同様の結果であるが,受講者数,時間

超過,会場,環境につい七も多くの問題点があがっている｡受講者数は,資料3の図9･表1のよ

うに,週平均,｢母親学級｣で11.3人,｢お産の学級｣では22.0人と増加している｡これは,分娩
数の29.9%から45.5%への増加である｡時間の超過は,0分から105分で,各週平均29.2分であ

った｡
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Ⅵ 考 案

年々,お産の学級の受講者が増えつつあるが,現在の,週平均22名という受講者数は,スタッフ

で行いうる十分な指導の限界ではないかと考えている｡

講義の内容も豊富であるため,時間は,毎週30分超過している｡しかし,時間については,受講

する側も,スタッフも,講義時間は2時間で終了するのが適当であると答えている｡時間超過をせ

ずに,十分な内容の学級をいかに行うかを考えてみるため,まず現行の講義内容に目を向けた｡

そこで,講義の内容そのものが多すぎ,時間超過するのではないかと,更に内容をこまかくみる

と,知りたい内容では,｢ラマーズ法｣｢分娩の準備と経過｣｢育児｣｢妊娠中の異常｣｢栄養｣があ

がり,目前の出産がメインとなっており,これは,スタッフの伝えたいものと一致している｡又,

入院中の指導で十分と思うものは,｢家族計画｣｢産祷｣｢抹浴｣があげられ,これも,スタッフが入

院中で十分と思うものと一致する｡これらのものは,分娩後の指導でよりよく吸収されると思われ

るQ

ラマーズ法についてみると,呼吸法は,ほとんどの人がわかるようであるが,リラックスについ

ては.むずかしいと思う人が半数あり,実技については,もっと時間をとる必要がある｡更に,経

産婦では,"溝足したお産.がしたいという指向が強い｡

以上のことから,産祷入院中の指導で十分と思う内容をはぶき,ラマーズ法を充実させるよう実

技の時間を多くとり,資料4,表2の ｢お産の学級Ⅱ｣のようにプログラムを変更してみたO
l

指導者側としては,発想法,お産の学級ノートの中に,受講者が満足しているかわからないとい

う不安をあげている｡アンケートでみると,受講者は,ほぼ満足しているという結果が出たが｡更

に,私達は ｢受講者に満足してもらえ,スタッフが納得できるお産の学級｣を目指してゆかなけれ

ばならないと思う｡

Ⅶ おわりに

こうして ｢母親学級｣から ｢お産の学級｣へ,そして,更にプログラムを変更するに至った｡

休浴 ･家族計画をはぷいたことで,一見,逆にもどった感じがするが,時間,スタッフの人数,

会場などの限られた条件の中で,串りニーズの高いものについて内容の充実を図ったものであるO

これは,山積する問題のなかの極一部に手をつけたにすぎない｡今後,残された問題とともによ

りいっそうの努力を続けてゆきたい｡

この研究に際し,御協力頂いた方々に深く感謝致します｡
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資料 1 アンケート結果

図1-1 お産の学級受講理由 (時期別)

口妊娠 ･分娩について不安 巳 信大で出産予定

匠ラマーズ法に興味がある 国 その他

図2 お産の学級と夫 ･家族の参加について

2-1 第 1週の結果

2-2 産 祷

図3 妊娠中に知りたい,知っておいた方がよかったこと
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図4 お産の学級と入院中の指導と重複する内容について
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図5 お産の学級の内容について

図6 お産の学級の講義について

図7 実技は理解できているか
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資料2

テーマ :お産の学級でこれは問題だと思った事は何か｡

E.人の移動や材料の移動は時間のロス

･会場がせまく講義場所と実習場所がちがうので時間のロス｡

･時間がなくても体操の実習をするため部屋を移動する｡

･沫浴指導のときのお湯の準備がたいへん｡

H.講義を妊婦は熱心に聞かない｡

スタッフも必要ないと思いながら話した｡

･家族計画に関してはあまり必要がないと思いながら話した

ので内容あるものでなかった｡

･家族計画一妊婦は分娩に対して一番不安を感じている時期

なので,話をしてもあまり熱心に聞いていない｡

ま と め

現在のお産の学級は退数により人数制限を

しなければならなかったり,夫 ･家族の参加

を呼びかけているにもかかわらず,参加者が

少ない｡また担当者により内容がちがう｡人

や材料の移動により時間のロスがある｡講義

内容も必要でないかもしれないと思いながら

プログラムに決まっているのでそのまま話し

たりすることがある｡このようにいろいろな

状況により指導のしにくさもおこるし,受講

者が指導している内容を十分に理解したか,

満足したかわからないままに終了してしまっ

たり,私達自身が満足した指導ができないと

感じている｡

F.担当者により指導内容 が ち が う｡

･担当する者により内容がちがう｡統一する必要は

ないが,最低の点をきめてない｡

A.夫 ･家族の参加が少ない｡

･お産の学級になって2年たったが,夫 ･家族の参加

が少ない｡

･せっかく夫が参加しても,だんだん釆なくなってし

まう｡

･夫が来てくれても中に入ってこれない｡

C.家での 練 習をあまり

しない｡

･受講中には練習するが,家に帰ると

大半がしませんと答える｡

D.受講者が指導内容に満足したか

把握できないうちに終ってしまう｡

･受講者1人1人が覚えられない

まま終了してしまった｡

･受講者にその日の内容がわかっ

てもらえたかわからないうちに

終了してしまった｡

･1人でしゃべりまくり質問も出

ないとき｡

･出席者が内容がわかったか

わからない｡

･内容が受講者の求めていた

ものと一致していたかわか

らない｡

･伝えたいことが伝わらない｡

B.週数や人 数 を制限しなければ

ならない｡

･全員参加といいながら

20名以下だとやりやす

いと思う｡

･お産の学級希望者多く

やむなく制限する｡

･全妊婦に対し受講者少

ないと思うが,このく

らいしかできない｡

･希望者を週数でしぼ

っている｡

･本当に受講したい人

が受けられないかも

しれない｡

･人数が多いからとこ

とわった時申し訳な

G.情況により指導がしにくくなる

ことがある｡

･子供が一緒に来てうるさくて困った｡

･子供がいるとさわいだり気がちる｡

中断することもある｡

･人数が多いと部屋がせまく,のびの

びと体操ができない｡

･受講者に比べ指導者

が少なく十分ゆきわ

たらない｡

･講義が長くなって呼

吸法,リラックスな

ど十分にできなかっ

た｡
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資料3

図9 母親学級 ･お産の学級受講者数

表 1 受 講 率

受講者数 分 娩 数 受 講 率･諾 昔 夫家妖の尭 夫 .家族の参加者A 各学級の受講者数(週平均) 学 級参加者数(週平均) ･夫主家誓 警 )

S56 192人 649人 29.9% ll.3人 母親学級S57 211人 631人

S581-4月5-12月 56人 649人 0.1人

189人 45.5% 1.7人 4.3% 22.0人 お 産 の学 級
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資料4

表2 プログラムの変遷

母 親 学 級 お 産 の 学 級 Ⅰ お 産 の 学 級 Ⅱ

節1過 ラマ-ズ法の概念 妊婦体操 妊娠中の日常生活 妊婦体操 l自己紹介 妊婦体操

妊娠の生理 リラック 栄養 .諸制度 リラックス ラマ-ズ法の概念 正 しい姿勢

日常生活上の摂生 ス法呼吸法 ｢生命創造｣映画 法 ｢生命創造｣映画活用できる制度 日常生活-のとり入れ

節 妊娠中の栄養 リラックス らくなお産 (ラマ- 呼吸法 妊娠中の生理 .摂 呼吸法妊娠中の異常 法 ズ法) 生 .栄養 リラックス法

2過 呼吸法 分娩の準備と経過｢すぼらしさうぶ声｣映画 乳房の手当歯の衛生他分娩 .産裾の経過

節 分娩の経過 呼吸法 産後の日常生活 呼吸法 妊娠中の異常 呼吸法

分娩の準備 赤ちゃんとおふろ -医師- リラックス法 !

3過 新生児の必要物品 (実習) 分娩の準備赤ちゃんの準備育児

罪 _4過 映画 呼吸法 家族計画 呼吸法 ｢すぼらしさうぷ 呼吸法

座談会 座談会 声｣映画 リラックス法

まとめ病棟見学 病棟見学 病棟見学座談会

スタッフ 1 名 2 名

表3 入院中の指導内容

曜 日 内 容

月 .木 育児 .休浴

水 .土 家族計画

火 .金 産 祷
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